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　翌檜（あすなろ）は、石川県の県木である「アテ
の木」の別名です。形はヒノキに似ていますが、
用材としては、ヒノキに劣るため、明日はヒノキ
になろうと努力したという言伝えから、「あすな
ろ」という名が付いたと言われています。
　皆さんもあすなろの木のように目標に向かって
努力して頂きたいという願いを込めて「あすなろ」
と名づけました。

翌檜（あすなろ）命名由来

継続出願をお忘れなく

在学生概要
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事務室からのお知らせ
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開催案内
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単位認定試験

公開講座（3月）

科目登録申請

面接授業開設科目一覧
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教務関係のお知らせ
開催報告

第39回学生研修旅行8

柴 山 潟
（しばやまがた）

　今江潟、木場潟とともに「加賀三湖」の一つに数えられる柴山潟は、加賀平野で最も大きな湖です。時間や天候の移ろいとともに、日に七度も湖面の色を変えると言われています。また季節ごとにさまざまな表情を見せ、条件の良い日には霊峰白山を望むこともできます。

機関誌『翌檜』の電子化とLINEによる
情報発信についてのアンケート調査結果

調査報告

6
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　石川学習センターでは、より一層の学習効果向上を目的
として、以下のとおり公開講座を実施する予定です。学生
種別に関係なく参加出来ますので、積極的なご参加をお待ちしています。

　受講を希望される方は下記にご留意の上、事前にお申し込みください。

　　① 受講料は無料です。

　　② 個別の学習相談等は行いません。

　　③ この公開講座は単位認定の対象にはなりません。

―  ３月  ―

公 開 講 座公 開 講 座公 開 講 座公 開 講 座2023年度

第2学期
　一般の方も自由に参加出来ますので、

ご家族・ご友人の方も是非お誘いください。

　　　 注）　講師の都合等で、一部日程が

　　　　  変更される場合がありますので、

          事前にご確認ください。

　必ずメールにてお申し込みください。
　申込の際は、氏名と連絡先をお知らせ
ください。
 Eメール：asunaro-17@ouj.ac.jp

申込方法申込方法

　ZoomURL等の詳細は、後日、受講申込者にメールでお知らせいたします。Zoomで受講され

る方は、ご自宅等で受講してください。学習センター内では受講できません。

　申込んだ講座を欠席される場合は、 前日までに必ず連絡してください。

 第１回：３月10日（日）　14 : 00 ～ 16 : 00
 　内容：Natural English Communication -自然な英語コミュニケーション
 教材・プリントは事前にEメールで配布します。講座開始前に配布物を印刷することを
 推奨します。
 20名

Natural English Communication 

                              —自然な英語コミュニケーション

Natural English Communication 

                              —自然な英語コミュニケーション

放送大学石川学習センター客員教員／金沢工業大学准教授　　ライト ブレント 先生

　この公開講座は自然な英語コミュニケーションを軸とした授業にな

ります。自然な英語（語彙、表現、発音など）を使って自分の意見や体

験を伝える練習や、様々な観点から英語で表現することについて受講

者と一緒に考えたいと思っています。実践的な会話アクティビティを

交えながら英語での自己表現力の強化を図ります。本講座はZoomで行

いますが、Breakout Roomを使ってグループワークをしたり、双方向の

コミュニケーションを重視した活動を行います。

実施日時

教科書等

定　　員

　この授業は、 Zoomを使って行います。 ※　対面授業ではありません。

2

試験日程：１月16日（火）～１月24日（水）【私書箱必着】

重要!!

　放送授業を科目登録し、通信指導に合格した方はその科目の単位認定試験を受験することが
できます。12月下旬に大学本部から送付された「単位認定試験通知（受験票）」で受験科目を
確認してください。１月9日（火）になっても届かない場合は、大学本部【TEL : 043-276 - 5111（学生サポー
トセンター）】へご連絡ください。
　なお、受験票発送後から試験終了までの間は、システムWAKABAの「教務情報→単位認定試験時間割（照会用）」
から開講年度・開講学期で検索し、「受験票出力（期末試験）」ボタンを押すことで受験票を出力できます。
　2023年度第2学期単位認定試験については、ほぼ全ての科目がWeb受験方式(一部科目※については郵
送受験方式)にて実施します。

試験期間と実施方法

単位認定試験単位認定試験単位認定試験単位認定試験2023年度

第2学期

試験日程：１月16日（火）9:00 ～１月24日（水）17:00

※「正多面体と素数（'21）」、「日本美術史の近代とその外部（'18）」、「量子化学（'19）」のみ。
・1月上旬ごろ大学本部から送られる問題用紙・解答用紙・提出用封筒を用いて、試験
期間内に郵送で解答を提出してください。試験時間の制限はありません。出題形式は「記
述式」または「併用式」です。

・自宅から、インターネットを通じて、上記の試験期間中であれば、都合のよい時間を選んで受
験することができます。
・1科目50分の制限時間があります(郵送受験科目を除く)。
・科目ごとに「択一式」「記述式」「(択一式と記述式の)併用式」のいずれかの形式で出題されます。
・「択一式」は選択肢をクリック、「記述式」は解答記入欄に文字入力することで解答します(郵送科
目除く)。

ほぼ全ての科目が

Web受験方式

一部の科目が

郵送受験方式

　単位認定試験の結果は、２月下旬頃に大学本部からの「成績通知書」で通知さ
れます。結果を見てから、次学期の履修科目登録を忘れずに手続きしてください。
（本誌４頁参照）

成績通知
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面接授業開設科目一覧面接授業開設科目一覧面接授業開設科目一覧面接授業開設科目一覧2024年度

第1学期

（注）授業は、いずれの日も１時限から４時限（9：30 ～ 16：40）まで行われます。

　今後のコロナウイルスの発生・拡散状況により、2024年度第1学期の面接授
業は、閉講や、Zoom等のシステムによるWeb授業への変更、日程変更などの

　　　　　　　　　可能性があることをご理解いただき面接授業の科目登録をご検討ください。

注意事項

劉　　園英 11/30（土）・12/15（日）漢方医薬学 

心理学実験１ 谷内　　通 4/13（土）・ 4/14（日）

金沢城と藩主たちの復元画

科　　目　　名

社会調査法入門

伝えるために学ぶ英語

ナンバ
リング

120

120

320

320

320

320

講　師 開講日程

基盤科目

小林　大祐 5/18（土）・ 5/19（日）

専門科目

科目区分

－

－

外 国 語

心理と教育

久恒　彩子 6/29（土）・ 6/30（日）

生活資源経営論 尾島　恭子 4/27（土）・ 4/28（日）

末松　　智 5/25（土）・ 5/26（日）

320 心理学実験２ 谷内　　通 5/11（土）・ 5/12（日）

総合科目

310

320

320

420

自然と環境

身近なデータの統計分析

社会科学の哲学

はじめての地震学-石川県で学ぶ 平松　良浩 4/20（土）・ 4/21（日）

人と動物の過去・現在・未来 海老原　充 5/18（土）・ 5/19（日）

西　　　誠

山岡　龍一

6/15（土）・ 6/16（日）

6/22（土）・ 6/23（日）

石川県方言を科学する 加藤　和夫 6/15（土）・ 6/16（日）

児童文学作品を読み直す 中島　賢介 6/22（土）・ 6/23（日）

谷内　　通 6/ 8（土）・ 6/ 9（日）心理学実験３320

320生活と福祉

320人間と文化

4

科目登録申請科目登録申請科目登録申請科目登録申請2024年度

第1学期

　次学期にも引き続き学籍のある学生の方は、次学期履修予定の場合は科目登録が必要です。１月中旬に大学
本部（千葉市）から「科目登録申請要項」など関係書類一式が送付されます。「放送授業」および「面接授業」の受
講科目登録を行ってください。科目登録には、次の2種類の方法があります。いずれか都合の良い方法でお申し
込みください。両方を併用することは出来ません。

　放送大学ホームページのトップページで画面上部の「>在学生」をクリックしてください。
次ページに進みますので、修学サポートの「システムWAKABA」をクリックしてください。
別ウィンドウが開きログイン画面が表示されますので、ログインしメニューの中の「科目登
録申請」でご希望の科目を申請してください。（郵送での申請期間とは異なりますので、ご
注意ください。）

忘れずに
申請を

①郵送で申し込む場合 申請期間：2月13日（火）～ 2月28日（水）【私書箱必着】

　「科目登録申請要項」の末尾に綴じ込んである「科目登録申請票」に必要事項をご記入のう
え、期間内に到着するよう大学本部へ郵送してください。（未着等のトラブルを避けるため、
なるべく特定記録郵便、簡易書留郵便、書留郵便で送付してください。）

今学期新規に登録した科目について

　今学期新規に科目登録し、通信指導を提出しなかった場合や単位認定試験を受験しなかった場合、また単位
認定試験で不合格となった場合は、次学期も引き続き学籍のある学生は、特に手続きを行わなくても通信指導
提出や単位認定試験再受験の資格があります。

今学期末で卒業見込みの方

　今学期末に卒業見込みの方で、万が一卒業とならなかった場合に備えて科目登録を行う場合は、「学生生活の
栞教養学部」の91ページ以降を参照し手続きを行ってください。無事卒業となった場合、科目登録申請はキャ
ンセルされます。

試験結果について

　試験結果の確認：今学期の試験結果は２月下旬頃に発表されます。
　その結果を確認した上で、次学期の受講計画を決めてください。

②インターネットで申し込む場合 申請期間：2月13日（火）9:00 ～ 2月29日（木）24:00

注意事項注意事項
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回答者  26.7％ (141名）
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34.8%(49 名 )

65.2%(92 名 )

３.総論（今後の方針）

　頂いた貴重なご意見をもとに今後の方針をお伝えいたします。
　まず、機関誌「翌檜」につきましては、電子化する方向で進めます。ただ、電子化された場合、読むことが難
しくなる方も一定数いらっしゃるため、紙媒体を希望される方は、郵送での対応をとりたいと考えています。
郵送を希望される方は追って申し込み方法をご案内いたします。
　続いて、「LINEによる情報発信について」は現時点では情報発信をLINEに一本化することはいたしません。何
故なら、反対意見で『LINE自体を使用していない』という意見が多くあった為です。ただ、その一方で、賛成意
見では、『ログインの手間がない』、『情報をすぐ確認することができる』など、普段から使用している方々はそ
れほど抵抗がないように思いました。そこで、メールとハガキでの案内はいままで通り行い、合わせてLINEに
よる情報発信を試験的に実施していきたいと考えています。但し、発信する内容は「公開講座・講演会等のご
案内」、「面接授業の空席状況」などの案内に限定いたします。
　この度は、お忙しい中アンケートにお答えいただきまして、誠にありがとうございました。今後とも末永く、
放送大学石川学習センターをどうぞよろしくお願いいたします。

質問２. 『ＬＩＮＥ』による情報発信について

【賛成】の意見

・LINEをよく使用しているから。
・今の時代に合っているから。
・ログインの手間がないから。
・手軽に確認できるから。
・即時性があってよいから。
・情報をすぐ確認することができるから。
・郵送より早く情報が届くから。
・メールかLINEかで選択できるのであればよい。
・郵送費、紙の費用の節約になるから。

【反対】の意見

・LINEを使っていないから。
・電子メールで問題ないから。
・セキュリティーが不安だから。
・年配者にはなじみがないから。
・切り替えのメリットが感じられないから。
・LINEにすでに色々な情報が入ってきていて、
　情報が埋もれてしまうから。

・LINEは家族、知り合いの間でしか使用して
　いないから。

・今後もLINEを使用する予定がないから。
・LINEに一本化するのは反対。
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１.アンケートの目的

　この度、高騰し続けていく郵送費や、昨今の印刷物離れの影響を受け、当学習センターで発行している機関
誌「翌檜」の電子化（PDFデータ）の検討と、電子メール（システムWAKABAに登録の方のみ）での情報発信を
LINEによる情報発信に切り替えることを検討するにあたって、石川学習センター所属学生の皆様からのご意見
やご要望を集約するためにアンケート調査を行いました。アンケート対象者はシステムWAKABAにメール登録
のある石川学習センター所属の学生の方529名で、141名の方（回答率26.7％）からご回答を頂きました。

調 報 告査

機関誌『翌檜』電子化と
LINEによる情報発信についての
　　　　　　　アンケート調査結果

質問１. 機関誌『翌檜』の電子化について

２.アンケート結果

回答者  26.7％ (141名）

86.5%(122 名 )

【賛成】の意見

・紙はかさばるから。
・ペーパーレスの時代であるから。
・資源の無駄であるから。
・保存が楽であるから。
・郵送費や紙代のコストを削減できるから。
・電子化の方が保存に便利だから。

【反対】の意見

・紙の方が読みやすいから。
・紙にしか伝わらない良さがあるから。
・高齢者にとって機器の操作は困難だから。
・電子化されたら読まなくなるから。
・郵送で届くのを楽しみにしている。

(%)

13.5%(19 名 )
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学位記授与式と所長表彰式

　石川学習センターでは、2023年度第2学期学位記授与
式と所長表彰式を下記のとおり挙行いたします。
　なお、ご家族の同伴も歓迎いたします。3月上旬頃には、
出欠確認の案内をさせていただきます。
　また、本部主催の2023年度学位記授与式の日程が決ま
りましたのでお知らせいたします。

　石川学習センターでは、2024年度第1学期の入学者のつどいを下記日程で行います。

入学者のつどい

案催開 内

おめでとうございます。

３月24日（日）
　〔会場：石川学習センター２階第１講義室〕

　10:00 ～　2023年度第２学期学位記授与式・所長表彰式
　　　　　　同窓会による交流・祝賀会

３月23日（土）  
　〔会場：ベルサール高田馬場〕（東京都新宿区大久保3-8-2）

　11:00 ～　2023年度  放送大学学位記授与式

４月７日（日）  
　〔会場：石川学習センター２階第１講義室〕

　10:00 ～　2024度第１学期入学者のつどい

　良い記念になります。ご家族で

出席される方も多いです。

8

研修旅行に行ってきました!

第39回　学生研修旅行開催

日　　時：10月25日（水）　9：00 ～ 18：00

参加者数：20名

見学場所：富山県方面（瑞龍寺、勝興寺）

　4年ぶりに実施された今回
の学生研修旅行には総勢20
名が参加し、富山県の瑞龍
寺と勝興寺を訪れました。
仏殿、法堂、山門の3棟が国宝に指定された瑞龍寺では、ご住職直々
に案内していただき、建立の歴史的背景や各宗派の関係、建物の
詳細や瑞龍寺にまつわる歴史的偉人の人物像など、多岐にわたる
内容をユーモア溢れる語り口でご説明いただきました。

また、やすらぎ庵での昼食後は勝興寺を訪れ、２グループに分かれてガイドの方に案内いた
だきました。勝興寺は、2棟が国宝に、10棟が重要文化財に指定されており、絢爛な本堂や企
画展のために特別に公開されている寺宝を見学しました。国宝を含む数々の文化財に、詳しい説明を受けなが
ら触れるという大変貴重な体験ができたことから、参加者の方からは好評の声が多く聞かれました。

報 告催開
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金沢市

輪島市男
296人
(44%)

性別女
375人
(56%)

全科
493人

選科
90人

修士全科
8人

科目
50人

修士選科
22人

修士科目
　5人

671人

博士全科
3人

学 生 種 別
職 業 別

市 町 別

男 女 別

年 齢 別

職業

無職（専業主婦(夫)
・定年等退職者等以外）

46人

アルバイト等　30人

自営業・自由業　40人

専業主婦（夫）　45人

パートタイマー　49人

他大学・専門学校等に
在籍する学生　10人

農林水産業等従事者　1人

会社員等
164人

教員　43人

公務員・
団体職員等
65人

定年等
退職者
     78人

その他　28人

看護師等
　    72人

※最高齢者･･･95 歳 ( 男性 )

30歳代
  101人
  (15%)

29歳以下
     82人
   (12%)

40歳代
  146人
  (22%)

50歳代
124人
(18%)

60歳代
113人
(17%)

70歳代
81人

(12%)
年齢

80歳以上
24人
(4%)
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※特別聴講生を除いたデータです。〈2023年10月17日現在〉

10

の せ
お ら

知事 から務 室

2024年度第１学期　

　継続出願を忘れずに！

　今学期で卒業、もしくは在籍期間が満了となる方には、次学期以後も引き続いての
学習をおすすめします。その場合は継続入学の手続きが必要です。

　　①選科・科目履修生が、初めて全科履修生として出願する場合は、学習センター等で「学生募集要項」
と一緒に配布される「出願票他提出書類セット」に綴じ込んである「全科履修生用出願票」を用
いて出願するかもしくはシステムWAKABAにより出願してください。

　　　（※ システムWAKABAで出願する場合も、所定の証明書類を別途郵送する必要があります。）
　　②次学期に新規の科目登録をせず、再試験のみを希望する場合は、科目登録欄の「今回は再試験の

ためだけの出願である」の回答「はい」に○を付けてください。この場合、学費は入学料のみと
なります。（※ 今学期の試験の結果、合格となった場合は、出願は自動的に取り消されます。）

■ 郵送で申し込む場合・・・・・・・・・・【第１回締切】２月29日（木） ※私書箱必着
　　　　　〃　　　　  ・・・・・・・・・・ 【第２回締切】３月12日（火） ※私書箱必着

■ インターネットで申し込む場合・・・・【第１回締切】２月29日（木） ※24時締切
　　　　　〃　　　　　　　　　  ・・・・【第２回締切】３月12日（火） ※17時締切

　　　（※ 面接授業の科目登録申請を希望する場合、上記の出願期間とは異なります。「学生募集要項」
　   で継続入学者の出願スケジュールをご確認の上、システムWAKABAより出願してください。）

注 意 事 項

　郵送で出願する場合は、「出願票」と「科目登録申請票」の両方を

提出しなくてはならない場合があります。詳細は、 『学生生活の栞

教養学部』のP91～を参照してください。

卒業見込みの方へ

学部学生・修士選科生・修士科目生

＊出願受付期間
【第１回募集】

　11月26日（日）～２月29日（木）【必着】

ご 家 族 ・ 友 人 ・ 知 人 の 方 々 に

      放 送 大 学 の P R を お 願 い 致 し ま す !

ご 家 族 ・ 友 人 ・ 知 人 の 方 々 に

      放 送 大 学 の P R を お 願 い 致 し ま す !

2024年度第１学期の出願受付が始まっています!!
　お近くに、放送大学に興味のある方はいらっしゃい
ませんか！　お友達をご紹介ください。
入学の相談は、随時、受け付けており
ます。【第２回募集】

　３月１日（金）～３月12日（火）【必着】



内灘町

珠洲市

穴水町

中能登町

能登町

津幡町

かほく市

野々市市

川北町

羽咋市

宝達志水町

小松市

加賀市

七尾市

白山市

2

10

10

19

8

8

14

4

7714

55

38

351

能美市

県外
16

23

志賀町

10

3

3

4 2

金沢市

輪島市男
296人
(44%)

性別女
375人
(56%)

全科
493人

選科
90人

修士全科
8人

科目
50人

修士選科
22人

修士科目
　5人

671人

博士全科
3人

学 生 種 別
職 業 別

市 町 別

男 女 別

年 齢 別

職業

無職（専業主婦(夫)
・定年等退職者等以外）

46人

アルバイト等　30人

自営業・自由業　40人

専業主婦（夫）　45人

パートタイマー　49人

他大学・専門学校等に
在籍する学生　10人

農林水産業等従事者　1人

会社員等
164人

教員　43人

公務員・
団体職員等
65人

定年等
退職者
     78人

その他　28人

看護師等
　    72人

※最高齢者･･･95 歳 ( 男性 )

30歳代
  101人
  (15%)

29歳以下
     82人
   (12%)

40歳代
  146人
  (22%)

50歳代
124人
(18%)

60歳代
113人
(17%)

70歳代
81人

(12%)
年齢

80歳以上
24人
(4%)
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※特別聴講生を除いたデータです。〈2023年10月17日現在〉

10

の せ
お ら

知事 から務 室

2024年度第１学期　

　継続出願を忘れずに！

　今学期で卒業、もしくは在籍期間が満了となる方には、次学期以後も引き続いての
学習をおすすめします。その場合は継続入学の手続きが必要です。

　　①選科・科目履修生が、初めて全科履修生として出願する場合は、学習センター等で「学生募集要項」
と一緒に配布される「出願票他提出書類セット」に綴じ込んである「全科履修生用出願票」を用
いて出願するかもしくはシステムWAKABAにより出願してください。

　　　（※ システムWAKABAで出願する場合も、所定の証明書類を別途郵送する必要があります。）
　　②次学期に新規の科目登録をせず、再試験のみを希望する場合は、科目登録欄の「今回は再試験の

ためだけの出願である」の回答「はい」に○を付けてください。この場合、学費は入学料のみと
なります。（※ 今学期の試験の結果、合格となった場合は、出願は自動的に取り消されます。）

■ 郵送で申し込む場合・・・・・・・・・・【第１回締切】２月29日（木） ※私書箱必着
　　　　　〃　　　　  ・・・・・・・・・・ 【第２回締切】３月12日（火） ※私書箱必着

■ インターネットで申し込む場合・・・・【第１回締切】２月29日（木） ※24時締切
　　　　　〃　　　　　　　　　  ・・・・【第２回締切】３月12日（火） ※17時締切

　　　（※ 面接授業の科目登録申請を希望する場合、上記の出願期間とは異なります。「学生募集要項」
　   で継続入学者の出願スケジュールをご確認の上、システムWAKABAより出願してください。）

注 意 事 項

　郵送で出願する場合は、「出願票」と「科目登録申請票」の両方を

提出しなくてはならない場合があります。詳細は、 『学生生活の栞

教養学部』のP91～を参照してください。

卒業見込みの方へ

学部学生・修士選科生・修士科目生

＊出願受付期間
【第１回募集】

　11月26日（日）～２月29日（木）【必着】

ご 家 族 ・ 友 人 ・ 知 人 の 方 々 に

      放 送 大 学 の P R を お 願 い 致 し ま す !

ご 家 族 ・ 友 人 ・ 知 人 の 方 々 に

      放 送 大 学 の P R を お 願 い 致 し ま す !

2024年度第１学期の出願受付が始まっています!!
　お近くに、放送大学に興味のある方はいらっしゃい
ませんか！　お友達をご紹介ください。
入学の相談は、随時、受け付けており
ます。【第２回募集】

　３月１日（金）～３月12日（火）【必着】
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第2回　Web単位認定試験  操作説明・体験会 10：00～

[大学院・教養学部]2024年度第1学期分[科目登録申請要項]発送

1(月) ～ 4(木)・8(月)・15(月)・22(月)・29(月)

2024年度第1学期科目登録申請受付期間(郵送)

2024年度第1学期科目登録申請受付期間(Web)

単位認定試験結果・成績発表

2024年度第1学期出願受付終了(第1回)

5(月)・11(日)・12(月)・19(月)・23(金)・26(月)

中旬～下旬

10(日)

12(火)

23(土)

24(日)

閉所日

授業料納入

                       (ライト) 14：00～16：00

2024年度第1学期出願受付終了(第2回)

2023年度放送大学学位記授与式（ベルサール高田馬場）11：00～

10：00～  学位記授与式・所長表彰式（石川学習センター）

4(月)・11(月)・18(月)・20(水)・25(月)

13(火) ～ 28(水)私書箱必着

13(火)9：00～29(木)24：00

下旬

29(木)

閉所日

7(日)

中旬

16(火)9：00～ 24(水)17：00

16(火) ～ 24(水)私書箱必着

閉所日

１月

２月

３月

　新年あけましておめでとうございます。

本年も職員一同、力を合わせて皆さんの学習のお手

伝いをさせていただきますので、よろしくお願い致します。

　もうすぐ「単位認定試験」も始まります。今回も、在宅受験となります。

皆さん、体調を整え、万全の体制で試験に望んでください。

　また、学習を進めていく上でわからないことがありましたら、お気軽に

事務室までお問い合わせください。（S.S）

   E-mail :asunaro-17@ouj.ac.jp

編 集 後 記 発　行：放送大学石川学習センター
責任者：千木　昌人
発行日： 2024年１月

〒921-8812
野々市市扇が丘7-1（金沢工業大学内）
ＴＥＬ：076（246）4029
ＦＡＸ：076（246）4102
https://www.sc.ouj.ac.jp/center/ishikawa/

公開講座

[教養学部]単位認定試験<自宅受験・郵送受験方式>

[大学院・教養学部]単位認定試験<自宅受験・Web受験方式>


